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令和8年 第 49回プロドライバー事故防止コンクール実施要領

第 1 目的
運送用自動車の運転者 (以下 「プロドライバー」とい う。)全員が、運転マナー及

び接客マナーを向上し、安全運転を励行することにより、運送事業に伴 う交通事故

防止の徹底を図り、併せて、プロドライバーが模範となつて、一般 ドライバーの安

全意識の高揚を促 し、もつて 「安全で快適な交通社会」を実現することを目的とす

る。

第 2 実施期間
令和 8年 7月 1日 (水)から同年 12月 31日 (木 )ま での間

第 3 スローガン
「プロ意識 危険を予知する 車間距離」

【第46回最優秀作品】

第 4 参加単位
実行委員会を構成する主催各団体に加盟 している事業者 (会員)単位 とする。
ただし、個人タクシーは、長野及び松本の個人タクシー事業協同組合をそれぞ

れ 1事業者 とみなす。

第5 参加事業者の実施事項
参加事業者は、本運動を円滑に推進するため、次の事項に配意し、必要な措置を

とるものとする。

(1)配布される立看板等を活用し、ドライバー個々の安全意識の高揚に努めること。
(2)実施責任者を選任し、同乗指導によるチェックの励行など創意工夫を疑らした
安全封策を職場ぐるみで行うこと。

(3)SDカードを活用した安全運転管理を推進し、優良ドライバーについては、表
彰を行うなどの意識高揚対策を図ること。

(4)プロドラ通報などの、交通事故防止に関する情報を積極的に活用し、一般 ドラ
イバーの模範となる交通安全行動を実践すること。

(5)実施結果は、別添様式の「プロドライバー事故防止コンクール実施結果表」に
所定事項を記載し、令和 9年 1月 8日 (金 )までに各所属協会に提出するものとす
る。

(6)参加事業者は、 ドライバーに対して、事故や違反事実及びそれらに係る行政処
分の有無等を確認することに異議申し立てはしない (委任する)旨の承諾を得るこ

と。

第6 主催団体の指導と確認
1 各主催団体は、期間中随時、傘下にある参加事業者に赴き、指導監督・督励に
あたるものとする。

2 各主催団体は、結果表を取りまとめ令和 9年 2月 3日 (水 )ま でに当該実施
結果表を警察本部交通企画課に提出するものとする。
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第 7 主催機関の措置
1 国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局の措置
国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局は、参加事業者の同意に基づき、本

コン

クール実施期間における参加事業者の事故や違反に係る行政処分の有無について、

審査委員長に通知するものとする。

2 警察本部交通企画課の措置
警察本部交通企画課は、事業者から送付された結果表及び各事業者の期間中の

交通事故発生状況等を別に定める表彰規程に基づき、審査資料を作成する。

第8 参加事業者の区分
参加事業者の管理する車両台数により、次のとおリグループ分けをする。

4台以下4台以下Dグループ

5～ 19台5～ 49台Cグループ

20～ 49台50～ 199台Bグループ

50台以上200台 以上Aグループ

トラック・タクシーバス協会区   分

※ 個人タクシーは、松本と長野の組合をそれぞれ 1事業者とみなす。

第9 表彰の種類
被表彰事業者は、原則として期間中無事故であつた事業者とし、別に定める表彰

規程に基づき下記表彰を決定するものとする。

○ 特別表彰
○ 最優秀賞
○ 優 秀 賞

○ 優 良 賞

第 10 審査の配点

審査の配点は下記のとおりとし、合計点数の上位の事業者を表彰する。

評価は、別に定める表彰規程に基づくものとする。

審査項目と配点

100点10点40点50点酉己′点

計接客マナー安全活動無事故点区 分
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プロドライバー事故防止コンクール

標  語  応  募  要  領

1趣 旨
プロドライバーの社会的責任を自覚し、交通事故のない安全な交通環境と職場環境
が醸成されるような、プロドライバー事故防止コンクールにふさわしい内容の標語を

募集するもの。

2 応募資格
プロドライバー事故防止コンクール参加の事業所の従業員及びその家族

3 募集期間
令和 8年 7月 1日 (水)から同年 12月 31日 (木)までの間

4 応募方法
作品は別添様式 2の 「標語応募用紙」に事業所名、応募者氏名等を記載し、参加事
業所を通じて「プロドライバー事故防止コンクール実施結果」とともに提出するもの
とする。

なお、参加事業所においては、応募作品に推薦)贋位 (おおむね上位 20作品)を付し
て、その結果を標語応募用紙の備考欄に記載すること。

5 賞
(1) 1点

(賞金 1万円)
2点

(賞金 5千円)
おおむね 7点(3)

6 表彰
最優秀者は、プロドライバー事故防止コンクール表彰式において表彰する。
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記

(2)

7

(1)

(2)

(3)

その他

交通安全関係団体等に著作権が帰属しているものは、採用しないものとする。
受賞作品の著作権は、主催者に帰属し、応募作品は返却しないものとする。
推薦順位が付された応募作品以外についても作品数に応じて、実施要領第 10の安
全活動の加′煮対象とすることから、全作品を送付すること。
推薦順位にかかわらず、送付された応募作品全てを審査することとする。(4)
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別添様式 1

プロドライバー事故防止コンクール実施結果表

死亡・重傷・軽傷・物件1当 ・ 2当

2

有

り

期
間
中
の

事
故 死亡・重傷・軽傷・物件1当  日 2当

死亡・重傷・軽傷・物件1当  日 2当

死亡・重傷・軽傷・物件1当 '2当

怪我の程度事故種別当事者別発生場所月・日

無1

km期間中における事業所保有車両延べ走行距離

営業所数 所従業員数
(ドライバー以外も含む)

人

ム
ロ保 有 車 両 台 数

実 行
職

責 任 者
氏  名

(TEL FAX )

事

所

代

連

業  所 名

地

名

先

在

表  氏

絡

¬ バス   2ト ラック   3タ クシー    4個 人タクシー部   門   別

コンクールの審査に際し、警察及び国土交通省が把握する事業所及び社員の交
する情報を調査し、本コンクールの審査のため通事故日違反歴及び行政処分等に関

に使用されること
について同意したものとみなします。

回接 客 マ ナ ー 等 向 上 の 取 組

マ 交
ナ 通
1 安
改  全
善  ・
周 接
知  客

ポスター・チラシの 作 成・配 布
(交 通 安 全 運 動 期 間 以 外 )

回交 通 安 全 運 動 期 間 中 の 取 組

地 域 貢 献 活 動
(交 通 安 全 活 動 を 除 く )

回地 域 に お け る 交 通 安 全 活 動

朝 礼 ・ 社 内 放 送 等

そ の 他 、ドライバ ー に 対 す る

交 通 安 全 指 導 活 動

導  交
等 通
の 安
活  全
動 指

回

( 人 )

研 修 (講 習 )会 等 の 開 催
( 受   講   者  )

回数等主な内容
実 施 項 目項 目

実施事項等

交通安全活動実施内容
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有 ・ 無そ の 他 の 啓 発 ・ 啓 蒙 活 動 等

マ 更
ナ 通
1安
改 全

善 ・

周 接
知 客

有 ・ 無標 語 H作 文 な ど の 募 集

有 P無
交 通 安 全 啓 発 文 書 等 の 車 内 掲 出
」ド ラ イ バ ー ヘ の 身 に 付 け 活 動 等

有 ・ 無立 て 看 板 ・ 横 断 幕 等 の 作 成 ・ 掲 出

有無主な内容
実 施 項 目項 目

実施事項等

交 通 安 全 活 動 実 施 内 容

有 無

夜間の走行用前照灯 (ハイビーム)使用と対向・前車など
幻惑の可能性がある場合のすれ違い用前照灯 (ロー
ビーム)へのこまめな切替えの推奨

事
業
者
に
よ
る
取
組

有 無夕 暮 れ 時 の 前 照 灯 早 め 点 灯 の 取 組

有 無運 行 前 の 呼 気 検 査 (飲 酒 運 転 防 止 対 策 )

有 無指 差 確 認 運 転 の 実 施

有 無社 内 交 通 事 故 防 止 委 員 会 の 設 置

有 無安 全 運 転 呼 称 励 行 運 動 の 実 施

有 無  (有の場合   通)交 通 安 全 に 関 す る 誓 い

有 無交通違反、交通事故ドライバーに対する内部処分

有 無無 事 故 運 転 者 手 当 制 度

有 無  (有の場合   人)無 事 故 口無 違 反 者 の 表 彰 制 度

有 無タ コ グ ラ フ に よ る 管 理

安
全
運
転
管
理

人適 性 検 査 の 実 施

回同 乗 (添 乗 )指 導

通
S Dカ ー ド の 取 得
(令 和 8年 1月 1日 から12月 3¬ 日までの間 )

実施内容実 施 事 項項 目

※ 記載しきれない場合や資料がある場合には、適宜追加してください。

その他の取組 ・ 期間中の特異な安全活動・接客マナー改善活動実施内容
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別添様式2

標語応募用紙

事業所名

備考
(推薦順位)標語応募者氏名

事業所の推薦順位(おおむね上位20作品)を備考欄に記載して下さい。

用紙が不足する場合には、適宣コピーしてご利用下さい。
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目標 ない機新歩道停主率

全国 1位

0綾断歩道上における
歩1行者の交通事故死者ゼロ

…

琴プ国ジ タト

を

が♭慕ド爆雖マナ慕'7鰺遭

ょう !

横断歩道に早めに気づき、

減速しながら歩行者の有無

を確認しましよう !

進路前方に横断歩道があるときは、減速して、歩行者の有無を確認

しましよう。

歩行者がいたら、必ず一時停止して、歩行者に道を譲りましよう !

韻踵議斡慧穀‰姶鯰峰、斃ぐ―磯鋒筵♂

|1飴||||■||||■ |―■||■||―

長野県と全国の停止率推移 (%)

7.648.3H28

8.564.2H29

8.658.6H30

17.168.6R元

21.372.4R2

30.685.2R3

39.882.9R4

45.184.4R5

53.087.0R6

56.788.2R7

全国平均長野県調査年

日本自動車連盟(JAF)に よる調査

令和 7年 」AF調査結果

56.7%全国平均

76.5%宮崎5

77,4%熊本4

77.7%福岡3

78.0%岐阜2

88.2%長野1

停止率
(%)

都道

府県
順位

Ⅷ 鱒Ⅷ 鰯 終。点 ヾ幾

鸞 鰻

八イビーム )走行

時速60km′hの制動距離約44m償週執本か動

療′βダ/ゴ軍笏だ歩π蒼を月ク/サうごど力′たr〃♂ゲ/

発見できません :← 下向きライ腑 40m―→

β一と一∠,ヽの際イすだ清をなどιすと′デう

▼√/ヽのご歩″ゲ士下r〃 riヽ替え〃
歩行巻を睾期に発見でき停辻することが韓 す !

プロドライパー事故防止コンクール実行委員会


